
平成29年度重点事業 　　　　　　　　＜法人会計＞

　　下記項目を本会の平成29年度重点事業と位置付け、

　　特別委員会を設置し、検討する

１．災害ネットワーク構築

　目　　的：熊本地震の経験をもとに、緊急時の行政機関及び多職種間の連携のあり方を

検討するとともに、地域包括ケアシステムの構築に不可欠な多職種連携のシ

ステム構築、それに必要な人材の育成を推進する。

　内　　容：既存のネットワーク実態調査

(多職種ネットワーク、理学療法士間ネットワーク等)

　担　　当：地域連携対策特別委員会

　　　　　

平成29年度　事業計画



＜公１＞

Ⅰ 県民の医療・保健・福祉の向上に資する事業  １） 健康講座

＜公１＞ 事 業 名：第15回くまもと『PTあ！(ピタ)』

っと健康講座

・ 理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の 期　　日：平成29年７月16日(日)

向上に寄与するための事業 場　　所：くまもと県民交流館パレア

・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び 内　　容：講義及び実技

技術の向上に関する事業 テ ー マ：｢脳の健康・身体の健康｣

・ 理学療法に関する会誌その他の刊行物の発行及び 講 　 師：川畑智、谷川直昭

調査研究に寄与する事業 対　　象：熊本県民

[１] 県民公開講座の開催  ２） 平成30年度開催健康講座

期　　日：平成29年４月～平成30年３月

(目的) 内　　容：事業内容の検討

講演や健康講座等を通じて県民に直接働きかけ、その

健康意識の向上を図ることや、運動指導・生活支援を  ３） 第７回県民健康スポーツ教室

行うことで高齢者・障がい者(児)並びにその家族が健 期　　日：平成29年５月中旬

康的な生活を営むことを支援する。また、医療・保健 場　　所：グリーンパル甲佐

・福祉並びに教育関係に従事する方々に対して、理学 内　　容：体力測定、体操指導

療法の基本的理論や実践的手法を教授し共有化するこ 熊本県理学療法士協会杯

とで、県民の医療・保健・福祉の向上に寄与すること グラウンドゴルフ大会

を目的としている。 対　　象：熊本県民

(内容)  ４） 第50回市民公開講座

平成29年度は健康講座として｢脳の健康・身体の健康｣ 期　　日：平成29年９月中旬

と題した講座を、介護予防・健康増進キャンペーンと 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

して、講義と実技の両方を含んだ｢介護予防教室｣を開 内　　容：講義及び実技

催することで県民の地域包括ケアに関する意識の向上 テ ー マ：｢ベッドサイド・リハ｣

講　　師：上村恭生

対　　象：一般並びに医療関連職種

研修会として、先の熊本地震に対しての活動に関する 【公益事業推進部】

シンポジウムを計画し、一般市民及び医療保健福祉関

連職を対象に開催予定である。健康スポーツ教室では  ５） 第19回福祉研修会

参加者の健康に関わる意識の高揚を図る目的で体力測 期　　日：調整中

定を実施する。｢ベッドサイド・リハ｣に関する市民公 場　　所：熊本保健科学大学

開講座や介護支援専門員試験受験者を対象とした試験 内　　容：講義

直前の対策講座も例年通り実施する予定である。また テーマ１：｢復興支援シンポジウム

各ブロックが主催する市民向けの介護・転倒・認知症 ～復興支援の現状と課題～｣

予防等の教室の開催も次第に定着しつつある。昨年は 講 師 １：森本榮氏

熊本地震の影響で一部中止したものもあったが、一層 (日本理学療法士協会)

の内容の充実を図ってゆきたい。 テーマ２：｢活動状況報告｣

広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ 講 師 ２：三宮克彦

ージ掲載、関連団体への案内文送付を主体に行ってい テーマ３：｢地域包括支援センターの立場より｣

るが、健康講座等に関しては、新聞等のマスメディア 講 師 ３：調整中

を利用した広報も計画し、広く県民への浸透を図る予 対　　象：医療保健福祉関連職種、一般

定である。

 ６） 第24回介護教室

期　　日：調整中

場　　所：熊本保健科学大学

内　　容：講義及び実技

テ ー マ：｢家屋環境について｣

講　　師：河添竜志郎

対　　象：医療保健福祉関連職種、一般

を図ることを目指している。介護教室では｢家屋環境

・家屋改造｣に関する研修会を開催予定である。福祉



＜公１＞

 ７） 介護予防・健康増進キャンペーン [２] 障がい児に対する療育支援事業

　期　　日：平成29年７月９日(日)

　場　　所：小川ラポート (目的)

　内　　容：講義及び実技 教育活動、相談支援活動など理学療法士の専門性を十

　テ ー マ：調整中 分に活かしながら、県民の医療・保健・福祉の向上に

　講　　師：四海公貴 寄与することを主たる目的としている。本事業を通じ

　対　　象：一般並びに医療関連職種 て、障がい児並びにその家族が健康的な生活を営むた

【保健福祉部】 めに｢抱き方｣｢歩行介助｣など具体的な支援の方法につ

いて情報提供を行うとともに、医療・保健・福祉・教

 ８） 第17回試験直前介護支援専門員受験対策講座 育関係に従事する方々に対しても、障がい児に関する

　期　　日：平成29年８月 理学療法の基本的理論や生活支援の手法を教授し共有

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院 することで、県民の医療・保健・福祉の向上に寄与す

　内　　容：講義及び模擬試験 ることを目的としている。

　テ ー マ：｢平成29年度介護支援専門員試験直前

対策講座｣ (内容)

　講　　師：石本淳也氏 障がいのある子どもや発達に遅れのある子どもを抱え

(日本介護福祉士会) た家族や、その方々に関わる医療・保健・福祉関係者

　対　　象：医療・介護関連職種 からの様々な相談に対応し支援するものである。その

【介護保険部】

 ９） 第４回転倒予防教室 した手引き書(名称：理学療法支援マップ)を作成・配

　期　　日：調整中

　場　　所：南熊本病院

  内　　容：講義 関係者、医療関連職種を対象とした研修会を予定して

  テ ー マ：調整中 いる。

　講　　師：調整中 広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ

　対　　象：一般 ージより手引き書を自由に閲覧・ダウンロードできる

【熊本市中央ブロック】 ようにしているとともに、障がい児療育に関わる医療

・保健・福祉・教育関係者に配布している。

 10） 東地区市民公開講座

　期　　日：平成30年１月  １） 小児リハ推進事業

　場　　所：益城町保健福祉センターハピネス 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　内　　容：講義 内　　容：小児リハに対する相談業務

　テ ー マ：｢復興とリハビリについて｣ ｢理学療法支援マップ｣に関する情報提供

　講　　師：調整中 新規小児リハ施設開設に対する支援活動

　対　　象：一般 県内小児施設の評価内容の統一に向けた

【熊本市東ブロック】 検討

対　　象：県民並びに医療関連職種

 11） 平成29年度第１回認知症予防フォーラム　

　期　　日：平成29年６月  ２） 第10回小児研修会

　場　　所：調整中 期　　日：平成29年９月10日(日)

　内　　容：認知症に対する講演会 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

　テ ー マ：調整中 内　　容：講義及び実技

　講　　師：橋口侑佳 テ ー マ：｢熊本市の地域療育支援体制について｣

　対　　象：一般 講　　師：木村重美氏

(熊本市子ども発達支援センター)

 12） 平成29年度第２回認知症予防フォーラム　 対　　象：療育関係者、障害を持つ子どもの保護者

　期　　日：平成30年１月 【専門領域部】

　場　　所：調整中

　内　　容：認知症に対する講演会

　テ ー マ：調整中

　講　　師：橋口侑佳

　対　　象：一般

【熊本市南ブロック】

一つとして、｢抱き方｣｢接し方｣｢生活支援用具の使い

方｣｢子育てアドバイス｣等について分かりやすく説明

布している。また、小児研修会では｢熊本市の地域療

育支援体制について｣というテーマで、保護者や療育



＜公１＞

[３] 県民の医療・保健・福祉に貢献する研究への助成 [４] 県民向けの情報発信

(目的) (目的)

理学療法の治療効果の向上や新たな福祉機器の開発な 学術活動や健康情報などの理学療法士の専門性を十分

ど、高齢者・障がい者(児)並びにその家族が健康的な に活かした活動について、ホームページや広報誌を通

生活を営むことを支援することに繋がる研究に対し、 じて広く情報発信することで、県民の医療・保健・福

経費の一部を助成し、その成果を公表する場を提供す 祉の向上に寄与することを目的としている。

ることで、理学療法に関する研究の促進を図ることを 研修会や健康講座開催等の情報発信を通じて県民に直

 目的としている。 接的に働きかけ、その健康意識の向上を図ることや、

(内容) (児)並びにその家族が健康的な生活を営むことを支援

本事業の内容は、医療・保健・福祉領域の緩急活動に する。また、医療・保健・福祉並びに教育関係に従事

掛かる経費の一部を支援し、その成果を発表する場を する方々に対して、理学療法の基本的理論や実践的手

提供することにある。申請は本会の事業目的に鑑み、 技を教授し共有化すると共に、理学療法士の職務内容

規程に沿って公募により行われ、本会理事会における やその教育課程を提示することで、理学療法士を志す

審査を経て決定される。また、とりまとめられた研究 方々に対し進路決定の一助となることも目的の一つと

は熊本県理学療法士学会で発表の機会を与えられるも  している。

 のとなっている。

 公募の広報手段としては、熊本県理学療法士協会ホー (内容)

 ムページに掲載している。 ホームページ等を通じて提供される情報は、学会・研

修会・公開講座等の案内や開催後の内容報告、転倒や

 １） 研究開発事業 疾病・障がい等の予防に関する内容に加え、理学療法

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 士の仕事の内容や本会の活動、及び将来理学療法士を

　内　　容：研究助成事業の提供 目指す方々の進路決定に役立つものまで、多岐にわた

【学術部】

誌かくどけい｣｢臨床実習の手引き書｣及び(小児用)｢理

るようにしている。掲載にあたっては、複数の理事に

てその内容を確認したうえで行う体制を取っている。

広報誌の発行回数は年３回で、理学療法の特性を活か

した情報を市民向けに提供できる構成となっている。

県下数ヶ所の郵便局や地域包括支援センターに配置す

ることで広く市民に閲覧して頂くとともに、熊本県理

学療法士協会ホームページにも掲載、より多くの方が

自由に閲覧できるようにしている。また、訪問リハに

関するパンフレットを作成し、一般市民に対する周知

・啓発を図っているが、その内容を見直し、より充実

したものにしてゆく予定である。

 １） ホームページ等の運営

期　　日：平成29年４月～平成30年３月

内　　容：本会ホームページの管理・運営

・ホームページ更新の確認

・ホームページアクセス等に関する分析

・一般ページ充実に向けての企画等

運動指導や生活支援を行うことで高齢者・障がい者

る。併せて、本会の活動に基づき作成している｢広報

学療法支援マップ｣も自由に閲覧・ダウンロードでき



＜公１＞

 ２） 広報誌｢かくどけい第124号(通算161号)｣発行

広報誌発行業務及び発送作業

　発 行 月：平成29年５月

　部　　数：1300部

　内　　容：特集

各部事業報告

医療介護情報の紹介

活動予定の掲載等

　対　　象：一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

 ３） 広報誌｢かくどけい第125号(通算162号)｣発行

広報誌発行業務及び発送作業

　発 行 月：平成29年９月

　部　　数：2300部

　内　　容：特集

各部事業報告

医療介護情報の紹介

活動予定の掲載等

　対　　象：一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

 ４） 広報誌｢かくどけい第126号(通算163号)｣発行

広報誌発行業務及び発送作業

　発 行 月：平成30年１月

　部　　数：1100部

　内　　容：特集

各部事業報告

医療介護情報の紹介

活動予定の掲載等

　対　　象：一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

【広報宣伝部】

 ５） 訪問リハ事例集検討とパンフレット作成

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年４回)

　場　　所：たっくリハサポートセンター

　内　　容：事例検討

訪問リハパンフレットの見直し・作成

【専門領域部】



＜公２＞

Ⅱ 医療保健福祉関連団体との協力連携に関する事業  ３） 生活介護(身体)機能訓練事業

＜公２＞ 事業主体：荒尾市社会福祉協議会

期　　日：平成29年４月～平成30年３月

・ 理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の 内　　容：生活介護事業利用者等を対象とした機能

向上に寄与するための事業 訓練

・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 運動指導、ストレッチ指導

派 遣 者：２名

[１] 講師派遣に関する事業

 ４） 平成29年度｢熊日・スミセイさわやか介護

(目的) セミナー｣

関連団体と協同して実施する県民を対象とした介護講 事業主体：熊本日日新聞社

座や各種講演会における講師等を派遣し、身体機能の 住友生命福祉文化財団

回復や家族を含めた生活支援に関する理学療法士の専 期　　日：平成29年度

門的知識や技術の指導・伝達を行うことで、県民の介 内　　容：介護実習の指導

護技術の向上による介護負担の軽減や健康増進を図る 派 遣 者：若干名

ことを目的としている。

 ５） 熊本市住宅改造居宅介護支援員派遣事業

(内容) 事業主体：熊本市

これらの活動を通じて県民の健康意識の向上や高齢者 期　　日：平成29年度

・障がい者(児)の身体機能の改善並びにその家族を含 内　　容：住宅改修・改造に関する検討

む生活支援に寄与している。活動内容として、熊本シ 派 遣 者：９名

ティＦＭ放送に出演し県民に対する健康情報の提供を

行う。また、児童発達支援事業・生活介護機能訓練事  ６） すこやかくまもと栄養セミナー

業では、対象者への理学療法の実施や関係者への助言 事業主体：熊本市

指導・相談を行う。さらには、介護セミナーでの介護 期　　日：平成29年度

実習。熊本市各包括支援センターでの転倒予防教室や 内　　容：講義及び実技

介護予防教室の開催を行う。昨年度に引き続き、熊本 派 遣 者：１名

市住宅改造居宅介護支援員派遣、芦北町介護予防サポ

ーター研修への講師派遣、各地区からの要請に伴う転  ７） 天草市地域リハビリテーション活動支援事業

倒・介護予防教室等への講師派遣が計画されている。 事業主体：天草市

講師は、理事等の役員や学会等で発表するなどその分 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

野において知識・経験の豊富な会員を充てている。 内　　容：体力測定

運動指導

 １） 熊本シティＦＭ放送出演 医療・福祉相談等

　事業主体：熊本市保健医療専門団体連合会 対　　象：一般

　期　　日：平成29年度 派 遣 者：35名程度

　内　　容：健康情報の提供 担　　当：天草ブロック

　派 遣 者：２名

 ８） 介護職員初任者研修 

 ２） 児童発達支援事業 事業主体：天草市

　事業主体：佐土原福祉会 期　　日：調整中

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 内　　容：講義

　内　　容：児童発達支援事業内における児童への 対　　象：一般

指導 派 遣 者：１名

保護者並びに担当指導員への指導 担　　当：天草ブロック

相談、アドバイス等

　派 遣 者：２名  ９） 介護予防サポーター研修

事業主体：芦北町社会福祉協議会

期　　日：平成29年11月

内　　容：講話及び実技指導

対　　象：芦北町介護予防サポーター

派 遣 者：１名

担　　当：県南ブロック



＜公２＞

 10） はつらつクラブ [２] 関連団体等との交流・連携及び公開講座の

　事業主体：熊本市西１地域包括支援センター 共同開催に関する事業

　期　　日：平成29年８月17日(木)

　内　　容：転倒予防教室 (目的)

　対　　象：一般 医療関連団体等と共同でのイべントの開催や健康・医

　派 遣 者：若干名 療・福祉に関する情報を発信することで、県民の健康

　担　　当：熊本市西ブロック 意識の向上や高齢者・障がい者(児)並びにその家族の

健康的な生活支援に寄与することを目的とする。

 11） 家族介護者教室

　事業主体：熊本市西３地域包括支援センター (内容)

　期　　日：平成29年10月10日(火) これらの活動を通じて県民の健康意識の向上や高齢者

　内　　容：介護予防教室 ・障がい者(児)の身体機能の改善並びにその家族を含

　対　　象：一般 む生活支援に寄与している。

　派 遣 者：若干名 熊本県医療・保健・福祉連携学会への企画を含む参加

　担　　当：熊本市西ブロック 協力を行う。さらには熊本城マラソンへの支援。各市

町村の健康まつり、健康フェア開催支援への地区会員

 12） 家族介護者教室 派遣、車いすテニス大会、糖尿病ウォークラリーへの

　事業主体：ささえりあ天明 専門領域部スタッフ派遣。熊本県リハビリテーション

　期　　日：平成29年６月、平成30年３月 専門職三団体協議会の運営協力・研修会開催等を行っ

　内　　容：体力測定、運動指導等 ている。広く一般県民や、医療関連職種に対して健康

　対　　象：地域住民 や介護に関する情報を発信している。

　派 遣 者：若干名

　担　　当：熊本市南ブロック  １） 熊本県医療・保健・福祉連携学会

事業主体：熊本県医療・保健・福祉団体協議会

期　　日：平成29年度

内　　容：学会運営、実施計画について

派 遣 者：10名程度

 ２） 熊本城マラソン支援

事業主体：熊本市

期　　日：平成29年度

内　　容：アイスマッサージ、ストレッチ

マッサージ等

対　　象：参加選手

派 遣 者：若干名

担　　当：専門領域部スポーツ班

 ３） 第５回｢火の国杯争奪｣車いすテニス九州大会

事業主体：熊本県障害者スポーツ・文化協会

期　　日：平成29年度

内　　容：車いすテニスプレーヤーの救護

応急処置、コンディショニング

対　　象：車いすテニス選手

派 遣 者：若干名

担　　当：専門領域部スポーツ班



＜公２＞

 ４） 歩いて学ぶ糖尿病ウォークラリー  10） 人吉お城まつり

　事業主体：日本糖尿病協会熊本県支部 事業主体：人吉市

熊本県糖尿病協会 期　　日：平成29年５月

ノボノルディスクファーマ 内　　容：体力測定等

　期　　日：平成29年10月 対　　象：一般市民

　内　　容：ウォームアップ、クールダウン 派 遣 者：18名程度

歩き方の指導、アンケート調査 担　　当：八代ブロック

　派 遣 者：若干名

　担　　当：専門領域部糖尿病班  11） 宇城市健康フェア

事業主体：宇城市

 ５） 荒尾市健康福祉まつり 期　　日：平成30年３月

　事業主体：荒尾市地域保健医療福祉推進協議会 内　　容：体力測定等

　期　　日：平成29年６月 対　　象：一般市民

　内　　容：体力測定等 派 遣 者：20名程度

　対　　象：一般 担　　当：八代ブロック

　派 遣 者：25名程度

　担　　当：県北ブロック  12） 天草市健康フェスタ

事業主体：天草市

 ６） 第33回くまもと車いすふれあいジョギング大会 期　　日：平成29年６月

　事業主体：熊本県障害者スポーツ・文化協会 内　　容：体力測定

菊陽町社会福祉協議会 運動指導

　期　　日：平成29年10月 医療・福祉相談等

　内　　容：ボディケア 対　　象：一般

　対　　象：車いす常用者 派 遣 者：35名程度

　派 遣 者：５名程度 担　　当：天草ブロック

　担　　当：菊阿ブロック

 13） 水俣市健康まつり

 ７） 大津町健康推進大会 事業主体：水俣市

　事業主体：大津町 期　　日：平成29年11月

　期　　日：平成29年11月 内　　容：体組成計での計測、健康指導

　内　　容：体力測定、アドバイス 対　　象：水俣市民

　対　　象：地域住民 派 遣 者：５名

　派 遣 者：10名程度 担　　当：県南ブロック

　担　　当：菊阿ブロック

 14） あしきた健康フェア

 ８） すまいるフェスタinたかもり 事業主体：芦北町保健センター

　事業主体：高森町 期　　日：平成29年８月

　期　　日：平成29年11月 内　　容：体力測定、健康相談

　内　　容：体力測定、アドバイス 対　　象：芦北町住民

　対　　象：地域住民 派 遣 者：６名

　派 遣 者：３名程度 担　　当：県南ブロック

　担　　当：菊阿ブロック

 15） いきいき未来のつどい

 ９） 菊陽町健康ウォーク 事業主体：いきいき未来のつどい実行委員会

　事業主体：菊陽町社会福祉協議会 期　　日：平成29年11月

　期　　日：平成29年10月 内　　容：肺機能、尿失禁、腰痛予防等

　内　　容：体力測定、アドバイス 対　　象：一般市民

　対　　象：地域住民 派 遣 者：調整中

　派 遣 者：10名程度 担　　当：熊本市北ブロック

　担　　当：菊阿ブロック



＜公２＞

 16） 回復期リハビリテーション病棟従事者に対する

スキルアップ研修会

　事業主体：熊本県リハビリテーション専門職

三団体協議会

　期　　日：平成29年度

　内　　容：研修会の企画・運営

　派 遣 者：３名程度

 17） 介護予防研修会

　事業主体：熊本県リハビリテーション専門職

三団体協議会

　期　　日：平成29年度

　内　　容：研修会の企画・運営

　派 遣 者：３名程度

 18） 訪問リハビリテーション実務者研修会

　事業主体：熊本県リハビリテーション専門職

三団体協議会

　期　　日：平成29年度

　内　　容：研修会の企画・運営

　派 遣 者：３名程度



＜公３＞

Ⅲ 医療保健福祉関連職種の資質向上に資する事業  １） 第21回熊本県理学療法士学会

＜公３＞ 期　　日：平成30年２月25日(日)

場　　所：九州看護福祉大学

・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び テ ー マ：｢コミュニケーション｣

技術の向上に関する事業 学 会 長：大籠安男

・ 理学療法士の教育機関に協力し、理学療法士の 内 容 １：講演

資質向上に寄与する事業 ｢コミュニケーション｣

講 師 １：吉田道雄氏

[１] 熊本県理学療法士学会 (熊本大学)

内 容 ２：講演

(目的) ｢医療・介護同時改定｣

参加者が新しい知見や技術を習得することで、リハビ 講 師 ２：小川克巳氏

リテーションサービスの質的向上を図り、高齢者・障 (参議院議員)

がい者(児)の身体機能の改善並びにその家族を含む生 内 容 ３：市民公開講座

活支援に寄与することを目的としている。 ｢地域包括ケアシステムでの地域連携の

一般県民に対しては、公開講座などを通じて、疾病の あり方｣

成り立ちやリハビリテーション並びに理学療法(士)の 講 師 ３：椛嶋洋介、他調整中

内容とその役割などを説明することで、健康意識の向 担　　当：県北ブロック

上を図るとともに、高齢者・障がい者(児)並びにその 対　　象：一般

家族を含む生活支援に繋がることを目的としている。

 ２） 第22回熊本県理学療法士学会

(内容) 期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年４回)

開催は年１回の企画であるが、毎回目指すテーマを決 場　　所：調整中

め、そのテーマに沿った内容で、リハビリテーション 内　　容：第22回熊本県理学療法士学会実施計画の

領域における最新の知見及び技術を有する講師を招聘 立案・準備

し、特別講演やシンポジウムなどを実施している。ま 担　　当：熊本市東ブロック

た、会員による一般演題発表では、口述・ポスター発 【学会評議員会】

表の形式による各分野の発表を行うとともに、座長を

中心とした、発表者と参加者が質疑応答・議論を行う

機会を確保することで、新人理学療法士の育成に寄与

している。さらには、開催担当地区を各ブロックでの

持ち回りとすることで、医療機器展示や公開講座を県

内各地で開催できるシステムとなっている。

広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ

ージに掲載、もしくは会員が所属する施設での学会ポ

スタ一掲示、地域における広報誌等の活用にて行って

いる。

参加者の知識・技術の向上が、日々の臨床で対象とな

る方々へのリハビリテーションサービスの質的向上に

繋がると同時に、県内各地での開催は、一般県民の方

々に対して、理学療法(士)の特徴や役割を広く理解し

ていただくことに役立っていると考える。



＜公３＞

[２] 公開学術研修会  ４） 第71回学術研修会

期　　日：平成29年10月22日(日)

(目的) 場　　所：熊本保健科学大学

リハビリテーション並びに理学療法に関する効果的な 内　　容：講義

治療方法や適切な生活支援に繋がるような最新の知見 テ ー マ：｢ニューロリハビリテーションとは

・技術を習得し、科学的視点に基づき分析することで 何か？その基本的概念と戦略２｣

高齢者や障がい者(児)に対する様々なリハビリテーシ 講　　師：森岡周氏

ョンサービスの質的向上と安全性の確保に繋がること (畿央大学)

を目的としている。 対　　象：医療関連職種

(内容)  ５） 第72回学術研修会

本研修会では、学術部を中心にリハビリテーション領 期　　日：平成29年11月５日(日)

域における最新の知見・技術、並びに分析法について 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

その分野の第一線で活躍する講師を招聘し、講義及び 内　　容：講義

実技講習の形態で年数回開催している。 テ ー マ：｢心不全に対するリハビリテーション

主な広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホー 病態理解からサルコペニアまで｣

ムページ掲載にて行っている。 講　　師：神谷健太郎氏

新しい知見・技術の習得により治療効果の改善や医療 (北里大学病院)

事故防止が図れる等、リハビリテーションサービスの 対　　象：医療関連職種

質の向上に繋がるものと考える。また、医療関連職種

の参加に門戸を開き、医療全般への貢献もなされてい  ６） 第５回理学療法士講習会(応用編)

る。 期　　日：平成29年８月５日(土)・６日(日)

場　　所：九州中央リハビリテーション学院

 １） 第68回学術研修会 内　　容：講義及び実技

　期　　日：平成29年６月10日(土)・11日(日) テ ー マ：｢下肢運動器疾患の評価セミナー

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院 ～膝関節と運動連鎖のスペシャル

　内　　容：講義及び実技 テスト～｣

　テ ー マ：｢股関節疾患に対する理学療法｣ 講　　師：園部俊晴氏

　講　　師：建内宏重氏 (関東労災病院)

(京都大学) 今屋健氏

　対　　象：医療関連職種 (関東労災病院)

対　　象：医療関連職種

 ２） 第69回学術研修会 【学術部】

　期　　日：平成29年９月３日(日)

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院  ５） 第４回天草理学療法研修会

　内　　容：講義及び実技 期　　日：平成29年９月

　テ ー マ：｢パーキンソン病に対する理学療法｣ 場　　所：天草市民センター

　講　　師：岡田洋平氏 内　　容：介護予防についての講義及び実技

(幾央大学) テ ー マ：｢介護予防について｣

　対　　象：医療関連職種 講　　師：小川知己

対　　象：会員並びに医療関連職種

 ３） 第70回学術研修会 【天草ブロック】

　期　　日：平成29年10月21日(土) 

　場　　所：熊本保健科学大学  ６） 熊本市東ブロック連携研修会

　内　　容：講義 期　　日：平成29年９月

　テ ー マ：｢ニューロリハビリテーションとは 場　　所：益城保健福祉センターハピネス

何か？その基本的概念と戦略１｣ 内　　容：講義

　講　　師：森岡周氏 テ ー マ：｢地域包括ケアシステムについて｣

(幾央大学) 講　　師：調整中

　対　　象：医療関連職種 対　　象：会員並びに医療関連職種

【熊本市東ブロック】



＜公３＞

[３] 臨床実習研修会 [４] 専門領域研修会

(目的) (目的)

理学療法士の養成では学内教育に加え18週間以上の臨 理学療法の対象となる障害は多岐にわたり、対象年齢

床実習が義務づけられている。県内に６校ある養成校 も乳幼児から高齢者まで広い年齢層となっている。本

(大学・専門学校)の学生は３年以上の臨床経験を持つ 研修会は、日々進歩する医療技術と変遷する諸制度の

実習指導者のもと臨床教育実習を行う必要がある。 理解を深めながら、最新の専門的知識・技術を習得し

本研修会では、実習指導者が臨床実習における学生指 日常の臨床場面で効果的な理学療法を実践することを

導に関して、資質・知識・技術の側面から適切なる支 目的としている。

援を行うべくその技能の向上に努めるとともに、指導 加えて、医療保健福祉並びに教育関係に従事する方々

者の視点からみた課題や問題点の共有化を図ることで に対して、最新の理論や実践的手法を教授し共有化す

充実した臨床実習場面を提供し将来の専門職として現 ることで、高齢者や障がい者(児)に対する様々なリハ

場を担う学生の質を高めることを目的としている。 ビリテーションサービスの質的向上に繋がることも目

的としている。

(内容)

本研修の主な内容は、臨床実習の指導方法や考え方、 (内容)

指導に苦慮した学生への対応とその事例検討、並びに 専門領域研修会の内容は、地域包括ケアシステムの普

コミュニケーションのとり方など具体的かつ実践的な 及啓発を通じて高齢者支援のあり方について理解を深

ものである。講師は、教育に精通する関係者、並びに める他、内部障害に対する支援方法、スポーツ選手の

臨床実習指導者の中でも経験豊富で、かつ学会や執筆 障害予防やパフォーマンス向上のためのテーピングや

活動等でも活躍されている方々を県内外問わず広く招 トレーニング方法、呼吸・循環器系のリスク管理や実

聘している。研修形態は、講義に加えワークショップ 践的リハビリテーションの方法及び吸引技術の習得、

を取り入れることで、講師と参加者との意見交換を密 また、九州地区でも開催が少ない障がい児の療育支援

に図り、臨床実習に関する課題や方向性を共有化でき に関する理学療法の基本的知識と技術の習得となって

るよう努めている。また、共通のテキストとして本会 いる。

独自の臨床実習手引き書を作成し広く配布するととも 講師は、各領域において経験豊富で、かつ学会や執筆

に、本会ホームページからも自由にダウンロードでき 活動等でも活躍されている方々、もしくは本会専門領

るようにしている。 域部の各専門班にて十分に研鑽を積んだ会員がこれに

また、本研修会広報の手段としては、熊本県理学療法 あたっている。研修形態は、講義形式に加え、実践的

士協会ホームページへの掲載を主体に行っている。 技術習得を目的として演習を含む形式をとっている。

広報の手段としては、日本理学療法士協会広報ととも

 １） 第12回臨床実習教育研修会 に熊本県理学療法士協会ホームページ掲載を主体に行

　期　　日：平成29年７月または８月または９月 っている。また、研修会の一部は、医療関連職種に対

　場　　所：熊本保健科学大学 して門戸を開き、医療全般への貢献もなされている。

　内　　容：講義 本研修会に参加する理学療法士並びに医療関係者・ス

　テ ー マ：｢発達心理・教育心理｣ ポーツ指導者の知識技術が更に高まることで、県民の

｢教育評価｣ 健康意識の向上や高齢者・障がい者(児)並びにその家

　講　　師：小川内哲生氏 族の健康的な生活支援に寄与している。

(尚絅大学短期大学部)

中山玄三氏  １） 第７回介護保険領域における研修会

(熊本大学教育学部附属教育実践総合 期　　日：平成29年12月

センター) 場　　所：熊本保健科学大学

　対　　象：会員並びに医療関連職種 内　　容：シンポジウム

【教育部】 テ ー マ：｢介護保険領域でのリハビリテーション

会議について｣

講　　師：調整中

対　　象：医療・介護関連職種

【介護保険部】



＜公３＞

 ２） 第９回専門領域部糖尿病班研修会  ６） 第22回テーピング講習会(足関節編)

　期　　日：調整中 期　　日：平成30年２月

　場　　所：球磨病院 場　　所：熊本機能病院

　内　　容：講義 内　　容：講義及び実技

　テーマ１：｢糖尿病性神経障害｣ テ ー マ：｢アスレチック・テーピングの基礎知識

　講 師 １：小堀祥三氏 とその限界｣

(球磨病院) ｢テーピングの基本的な技術・扱い方｣

　テーマ２：｢足部の病変と予防｣ 講　　師：調整中

　講 師 ２：良木誠二氏 対　　象：一般

(薗田義肢製作所)

　テーマ３：調整中  ８） 第３回小児理学療法講習会(基本編)　

　講 師 ３：調整中 期　　日：平成30年１月21日(日)

　テーマ４：調整中 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

　講 師 ４：調整中 内　　容：講義

　対　　象：会員並びに医療関連職種 テ ー マ：｢中枢神経疾患の治療に活かす神経科学

～小児から成人まで～｣

 ３） 第14回呼吸循環系理学療法セミナー 講　　師：日浦伸祐氏

　期　　日：平成29年６月24日(土)・25日(日) (森ノ宮病院)

　場　　所：九州看護福祉大学 対　　象：会員並びに医療関連職種

　内　　容：呼吸リハ及び呼吸循環動態を踏まえた 【専門領域部】

リスク管理の講義及び演習

　テ ー マ：｢呼吸リハビリテーション

～呼吸ケアスタッフのための

呼吸リハアプローチと多職種連携～｣

　講　　師：高野義久氏

(高野呼吸器内科クリニック)

大池由旗氏

(玉名郡市医師会訪問看護ステーション)

徳嶺早都子氏

(済生会熊本病院)

大池貴行、與座嘉康、石川陽介

藤田美紀男、川俣幹雄、森下一樹

　対　　象：会員並びに医療関連職種

 ４） 第８回吸引セミナー

　期　　日：平成29年９月３日(日)

　場　　所：九州看護福祉大学

　内　　容：吸引に関する基礎

排痰及び吸引の実技実習

　テ ー マ：｢吸引法の技術習得｣

　講　　師：坂本慎一、森下志子、與座嘉康

　対　　象：会員並びに医療関連職種

 ５） 第21回テーピング講習会(足関節編)

　期　　日：平成29年７月

　場　　所：熊本機能病院

　内　　容：講義及び実技

　テ ー マ：｢アスレチック・テーピングの基礎知識

とその限界｣

｢テーピングの基本的な技術・扱い方｣

　講　　師：調整中

　対　　象：一般



＜他１＞

Ⅳ 会員の資質向上のための事業＜他１＞ 内 容 13：｢D-2 生涯学習と理学療法の専門領域｣

講 師 13：大脇秀一　

・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び 内 容 14：｢E-1 臨床実習指導方法論｣

技術の向上に関する事業 講 師 14：長福武志

・ 理学療法に関する会誌その他の刊行物の発行及び 対　　象：会員

調査研究に寄与する事業

・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業  ２） 平成29年度第２回新人研修会

・ 理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に 期　　日：平成29年９月16日(土)・17日(日)

関する事業 場　　所：熊本保健科学大学

内 容 １：｢A-1 理学療法と倫理｣

[１] 新人研修会 講 師 １：北里堅二

内 容 ２：｢A-3 リスクマネジメント

(目的) (安全管理と感染予防含む)｣

研修プログラムに則り新人理学療法士を教育すること 講 師 ２：前田英児　

で、医療人としての倫理観と人間性・専門性を育み、 内 容 ３：｢A-4 人間関係及び接遇(労働衛生含む)｣

社会のニーズに応えうる人材を育成することを目的と 講 師 ３：坂崎浩一　

 している。 内 容 ４：｢A-5 理学療法における関連法規｣

講 師 ４：光本しのぶ　

(内容) 内 容 ５：｢B-2 クリニカルリーズニング｣

研修内容は、関連法規・職業倫理・リスク管理・疾患 講 師 ５：佐藤亮　

別の理学療法等に関するもので、定められた研修プロ 内 容 ６：｢B-4 症例検討・発表の仕方｣

グラムに則って開催している。 講 師 ６：飯星雅朗　

広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ 内 容 ７：｢C-1 神経系疾患の理学療法｣

ージ掲載を主体に行っている。 講 師 ７：鏑木誠

内 容 ８：｢C-2 運動器疾患の理学療法｣

 １） 平成29年度第１回新人研修会 講 師 ８：荒木理恵

　期　　日：平成29年８月19日(土) 内 容 ９：｢C-3 内部障害の理学療法｣

平成29年８月20日(日) 講 師 ９：河崎靖範

　場　　所：熊本保健科学大学 内 容 10：｢C-4 高齢者の理学療法｣

　内 容 １：｢A-1 理学療法と倫理｣ 講 師 10：槌田義美

　講 師 １：北里堅二 内 容 11：｢C-5 地域リハビリテーション｣

　内 容 ２：｢A-3 リスクマネジメント 講 師 11：京極大樹

(安全管理と感染予防含む)｣ 内 容 12：｢D-3 理学療法の研究方法論｣

　講 師 ２：前田英児　 講 師 12：林寿恵

　内 容 ３：｢A-4 人間関係及び接遇(労働衛生含む)｣ 内 容 13：｢D-4 理学療法士のための医療政策論｣

　講 師 ３：坂崎浩一　 講 師 13：増田安至　

　内 容 ４：｢A-5 理学療法における関連法規｣ 内 容 14：｢E-2 ティーチングとコーチング｣

　講 師 ４：光本しのぶ　 講 師 14：野津原豊

　内 容 ５：｢B-1 一次救命処置と基本処置｣ 対　　象：会員

　講 師 ５：筒井宏益　 【教育部】

　内 容 ６：｢B-3 統計方法｣

　講 師 ６：田島徹朗　

　内 容 ７：｢C-1 神経系疾患の理学療法｣

　講 師 ７：鏑木誠

　内 容 ８：｢C-2 運動器疾患の理学療法｣

　講 師 ８：荒木理恵

　内 容 ９：｢C-3 内部障害の理学療法｣

　講 師 ９：河崎靖範

　内 容 10：｢C-4 高齢者の理学療法｣

　講 師 10：槌田義美　

　内 容 11：｢C-5 地域リハビリテーション｣

　講 師 11：京極大樹　

　内 容 12：｢D-1 社会の中の理学療法｣

　講 師 12：大脇秀一



＜他１＞

[２] 管理者研修会 [３] 卒後研修会

(目的) (目的)

理学療法士としての管理能力を高め、職場の倫理意識 リハビリテーション並びに理学療法を実施する中で、

の高揚を図ることで、リハビリテーションサービスの 求められる適切な対応を身に付け、理学療法士として

質的向上と、県民の健康意識の向上や高齢者・障がい かつ社会人としての基礎的な資質向上を図ることを目

者(児)の身体機能の改善並びにその家族を含む生活支 的とする。

 援に寄与することを目的としている。 

(内容)

(内容) 職業倫理に関する講義を実施する。

地域包括ケア推進リーダー導入研修や介護予防推進リ 広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ

ーダー導入研修を予定している。 ージ掲載を主体に行っている。 

広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ

ージ掲載を主体に行っている。  １） 職業倫理セミナー

期　　日：調整中

 １） 地域包括ケア・介護予防推進リーダー導入研修 場　　所：熊本保健科学大学

①地域包括ケア推進リーダー導入研修 内　　容：講義

　期　　日：調整中 テ ー マ：調整中

　場　　所：済生会みすみ病院 講　　師：山野克明氏

　内　　容：講義 (熊本保健科学大学)

　テ ー マ：調整中 対　　象：会員並びに医療関連職種

　講　　師：調整中 【倫理委員会】

　対　　象：会員

②介護予防推進リーダー導入研修

　期　　日：調整中

　場　　所：済生会みすみ病院

　内　　容：講義

　テ ー マ：調整中

　講　　師：調整中

　対　　象：会員

【保健福祉部】

 ２） 平成29年度第１回指定管理者研修会

　期　　日：調整中

　場　　所：調整中

　内　　容：調整中

　テ ー マ：調整中

　講　　師：調整中

　対　　象：会員

 ３） 平成29年度第２回指定管理者研修会

　期　　日：調整中

　場　　所：調整中

　内　　容：調整中

　テ ー マ：調整中

　講　　師：調整中

　対　　象：会員



＜他１＞

[４] 保険診療研修会の開催並びに保険関連対応業務  ５） 第19回介護保険診療研修会

期　　日：平成30年３月

(目的) 内　　容：事業内容の検討

医療保険は２年毎、介護保険は３年毎に診療報酬内容

が見直されている中で、医療保健福祉関係者は常に最  ６） 介護保険関連の問合わせ窓口業務

新の情報を得たうえで、適切なサービスを提供しなけ 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

ればならない。本事業では、研修会開催等を通じ広く 内　　容：介護保険改正に関する問合わせ事項を

情報提供することで、円滑なるサービス提供に繋がる Q&A方式にてホームページへアップする

など、県民の医療・保健・福祉の向上に大きく寄与す 【介護保険部】

 ることを目的としている。

[５] 学術資料収集・提供

(内容)

研修会は｢介護保険｣｢医療保険｣における診療報酬制度 (目的)

の基本的内容やリハビリテーションサービス提供等に 学術書籍や医学雑誌等を購入し会員に貸出を行い、理

おける留意点、制度改正における変更点や重要点など 学療法の基本的理論や実践的手法を教授し共有化し、

制度理解に関する内容で、年１～２回開催している。 対象となる方々へのリハビリテーションサービスの質

研修会前後の質問や個別事例に関する質問については  的向上を図ることを目的としている。 

電話やメールにて適宜対応している。最新情報や資料

・必要書類に関しては電子媒体化し、要望に合わせて (内容)

無料にて配布している。 学術書籍や医学雑誌等の購入と貸し出し。熊本県理学

広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホームペ  療法士協会ホームページで紹介している。

ージ掲載を主体に行っている。

 １） 学術資料関連事業

 １） 第33回医療保険診療研修会 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　期　　日：平成29年５月 内　　容：①書籍、DVD等の購入・提供

　場　　所：熊本保健科学大学 ②学術的諸資料の提供体制の構築

　内　　容：リハ関連診療報酬制度についての講義 ③本会学術誌作成準備

　テ ー マ：｢医療保険制度と医療保険におけるリハ 【学術部】

関連項目の基礎知識｣

　講　　師：山下智弘 [６] 調査活動

　対　　象：医療関連職種

【医療保険部】 (目的)

理学療法やリハビリテーション等、医療保健福祉領域

 ２） 第18回介護保険診療研修会 に関する事項について調査し、県民や医療関連職種、

　期　　日：平成29年６月 理学療法士の意識・意見をもとに、行政等への提言や

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院 協会活動の今後の方針決定等に反映させることを目的

　内　　容：講義 としている。

　テ ー マ：｢地域包括ケアでもっと理学療法士に

期待すること｣ (内容)

　講　　師：土屋政伸氏 事業所(場)の労働安全衛生担当者を対象とし、産業保

(熊本県介護支援専門員協会) 健分野におけるニーズについてアンケート調査を実施

　対　　象：医療・介護関連職種 する。アンケートの結果については、本会ホームペー

【介護保険部】 ジ等に掲載する他、本会の今後の活動に反映させるべ

く審議の材料として活用する。

 ３） 第34回医療保険診療研修会

　期　　日：平成30年３月  １） 産業理学療法に関する調査

　内　　容：事業内容の検討 期　　日：平成29年度

内　　容：産業保健分野におけるニーズの分析と

 ４） 医療保険関連の問合わせ窓口業務 報告

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 方　　法：平成26・27年度アンケート分析

　内　　容：医療保険に関する問合わせへの対応 聞き取り調査対象の選定

【医療保険部】 対　　象：事業所(場)の労働安全衛生担当者

【保健福祉部】



＜他１＞

[７] 各ブロック支援  ５） 天草ブロック活動

(目的) ①天草ブロック全体会議

会員並びに多職種との交流を図るとともに各地域に密 期　　日：平成29年５月12日(金)

着した形での公益事業展開を進めることなど、全県域 場　　所：天草第一病院

における本会活動の活性化を図ることを目的としてい 内　　容：天草ブロック組織の説明、年度事業説明

る。

②天草ブロック役員会議

(内容) 期　　日：平成29年４月・５月・６月・10月・12月

各地域における勉強会の開催、健康まつり等市町村が 平成30年２月(年６回)

行っている様々な事業への参加協力等に関する調整等 場　　所：天草中央総合病院附属介護老人保健施設

 を行う。 リハステーションRICHE

内　　容：連絡調整、活動報告等

 １） ブロック長会議

　期　　日：平成29年９月 ③天草ブロック第１回定例勉強会

　場　　所：九州中央リハビリテーション学院 期　　日：平成29年６月９日(金)

  内　　容：事業中間報告 場　　所：天草中央総合病院

平成30年度事業に関する検討 内　　容：講義

テ ー マ：｢現在必要とされている理学療法士像

 ２） 県北ブロック活動 について｣

講　　師：武部啓太

①県北ブロック会議 対　　象：会員

　期　　日：平成29年５月・８月・11月(年３回)

　場　　所：調整中 ④天草ブロック第２回定例勉強会

　内　　容：連絡調整、活動報告 期　　日：平成29年７月14日(金)

学会打ち合わせ等 場　　所：天草中央総合病院

内　　容：講義

 ３） 菊阿ブロック活動 テ ー マ：｢パーキンソニスムについて｣

講　　師：野尻晋一

①菊阿ブロック会議 対　　象：会員

　期　　日：平成29年６月、平成30年２月(年２回)

　場　　所：大阿蘇病院 ⑤天草ブロック第３回定例勉強会

　内　　容：連絡調整、活動報告 期　　日：平成29年９月８日(金)

場　　所：天草中央総合病院

 ４） 八代ブロック活動 内　　容：講義

テ ー マ：｢認知症患者への関わり方｣

①八代ブロック会議 講　　師：池嵜佳名子氏

　期　　日：平成29年５月・11月(年２回) (天草病院)

　場　　所：人吉医療センター、他調整中 対　　象：会員

　内　　容：連絡調整、活動報告等

⑥天草ブロック第４回定例勉強会

②八代ブロック勉強会 期　　日：平成29年10月13日(金)

　期　　日：平成29年10月 場　　所：天草中央総合病院

　場　　所：熊本総合病院または他の医療機関 内　　容：講義

　内　　容：講義及び情報交換 テ ー マ：｢日中活動性向上のための取り組み｣

　テ ー マ：調整中 講　　師：木崎拓真

　講　　師：山田稔晃 対　　象：会員

　対　　象：会員並びに医療関連職種

⑦天草ブロック第５回定例勉強会

期　　日：平成30年２月９日(金)

場　　所：天草中央総合病院

内　　容：３年目の会員による症例検討会

対　　象：会員
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⑧天草ブロック特別講義 ⑥県南ブロック第５回定例勉強会

　期　　日：平成30年３月９日(金) 期　　日：平成30年２月

　場　　所：天草中央総合病院 場　　所：水俣市立総合医療センター

　内　　容：講義 内　　容：調整中

　テ ー マ：｢医療・介護報酬改定について｣ テ ー マ：調整中

　講　　師：山下智弘 講　　師：調整中

　対　　象：会員 対　　象：会員並びに医療関連職種

 ６） 県南ブロック活動  ７） 熊本市中央ブロック活動

①県南ブロック会議 ①熊本市中央ブロック会議

　期　　日：平成29年４月(年１回) 期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年２回)

　場　　所：水俣市立総合医療センター 場　　所：南熊本病院

　内　　容：連絡調整、活動報告 内　　容：連絡調整、活動報告等

勉強会講師選定等

 ８） 熊本市北ブロック活動

②県南ブロック第１回定例勉強会

　期　　日：平成29年６月 ①熊本市北ブロック会議

　場　　所：水俣市立総合医療センター 期　　日：平成29年５月19日(金)

　内　　容：調整中 平成29年11月24日(金)

　テ ー マ：調整中 場　　所：熊本機能病院

　講　　師：調整中 内　　容：連絡調整、活動報告等

　対　　象：会員並びに医療関連職種

②熊本市北ブロック症例検討会

③県南ブロック第２回定例勉強会 期　　日：平成30年１月28日(日)

　期　　日：平成29年８月 場　　所：熊本保健科学大学

　場　　所：水俣市立総合医療センター 内　　容：症例検討会

　内　　容：調整中 対　　象：会員

　テ ー マ：調整中

　講　　師：調整中 ③熊本市北ブロック研究促進勉強会

　対　　象：会員並びに医療関連職種 期　　日：平成29年６月21日(水)

場　　所：熊本保健科学大学

④県南ブロック第３回定例勉強会 内　　容：統計・研究法

　期　　日：平成29年10月 テ ー マ：｢かんたん！わかる！おもしろい！

　場　　所：水俣市立総合医療センター 症例研究の基礎から発表まで｣

　内　　容：調整中 講　　師：鏑木誠

　テ ー マ：調整中 対　　象：会員

　講　　師：調整中

　対　　象：会員並びに医療関連職種 ④熊本市北ブロック地域包括ケア勉強会

期　　日：平成29年９月27日(水)

⑤県南ブロック第４回定例勉強会 場　　所：熊本保健科学大学

　期　　日：平成29年12月 内　　容：講義・ディスカッション

　場　　所：水俣市立総合医療センター テ ー マ：｢総合事業における理学療法士の

　内　　容：調整中 関わり方｣

　テ ー マ：調整中 講　　師：調整中

　講　　師：調整中 対　　象：会員

　対　　象：会員並びに医療関連職種
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 ９） 熊本市西ブロック活動 [８] 入会促進

①熊本市西ブロック会議 (目的)

　期　　日：平成29年６月、平成30年２月(年２回) 非会員理学療法士の入会を促進し、本会活動を通じ理

　場　　所：介護老人保健施設白藤苑 学療法士の更なる質の向上を目的としている。

　内　　容：連絡調整、活動報告

公益事業派遣者調整等 (内容)

非会員の理学療法士(主に新卒者)に対し、本会の活動

 10） 熊本市東ブロック活動 内容や組織構成、会費等について説明をしたうえで入

会を勧める。

①熊本市東ブロック会議

　期　　日：平成29年４月・10月  １） 平成29年度新卒者研修会

平成30年２月(年３回) 期　　日：平成29年６月17日(土)

　場　　所：調整中 場　　所：九州中央リハビリテーション学院

　内　　容：連絡調整、活動報告等 内　　容：本会の組織説明

事業計画説明

②第１回熊本市東ブロック勉強会 事務連絡

　期　　日：平成29年６月 ｢A-2 協会組織と生涯学習システム｣

　場　　所：介護老人保健施設平成唯仁館 講　　師：山口裕介

　内　　容：講義 対 　 象：新入会員

　テ ー マ：｢呼吸｣ 【厚生部】

　講　　師：調整中

　対　　象：会員 [９] 福利厚生

③第２回熊本市東ブロック勉強会 (目的)

　期　　日：平成29年11月 会員が理学療法業務並びに本会活動を安心かつ的確に

　場　　所：介護老人保健施設平成唯仁館  遂行できるよう支援することを目的としている。 

　内　　容：講義

　テ ー マ：｢歩行｣ (内容)

　講　　師：調整中 会員が本会の公益事業やその他の事業に参加する際、

　対　　象：会員 偶発した事故についての保障体制整備をしたり、出産

や疾病等で離職したあとの復職支援として、診療報酬

 11） 熊本市南ブロック活動 に関する情報提供や理学療法業務に関する再履修の機

 会を提供できるような体制を整備する。 

①熊本市南ブロック会議

　期　　日：平成29年５月・８月  １） 会員福利厚生

平成30年２月(年３回) 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　場　　所：介護老人保健施設ぼたん園 内　　容：①医療保険部及び介護保険部作成の

　内　　容：連絡調整、活動報告 　資料提供

公益事業の企画・予算案検討等 ②保険事業

【厚生部】

 ２） 復職支援

期　　日：平成29年４月～平成30年３月

内　　容：医療保険資料集の作成

介護保険資料集の作成

【医療保険部・介護保険部】
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 ３） 理学療法士復職支援事業  ４） 平成29年度補装具適正交付連絡協議会

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 事業主体：熊本県福祉総合相談所

　場　　所：調整中 熊本市障がい者福祉相談所

　内　　容：復職に関する相談及び情報提供 期　　日：平成29年度

研修に関する調整業務 内　　容：県内における障害者の更生援護等に係る

　講　　師：調整中 研究について

　対　　象：会員 協議並びに情報交換

【厚生部】 派 遣 者：１名

[10] 関連団体との会議出席及び連携交流に関する事業  ５） 熊本市介護認定審査会

事業主体：熊本市

(目的) 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

関連団体と協力しながら保健・医療・福祉に関する情 場　　所：熊本市各区保健センター等

報を適宜提供することや冊子・パンフレットなどを作 内　　容：要介護及び要支援に係る認定審査

成することで、県民の健康意識の向上や高齢者・障が 派 遣 者：８名

い者(児)の身体機能の改善並びにその生活支援に寄与

 することを目的としている。  ６） 熊本市介護給付費等の支給に関する審査会

事業主体：熊本市

(内容) 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

県や市町村が開催する会議に参加し、その活動に対し 内　　容：熊本市障害者自立支援法に係る審査

専門的視点からの提言や、医療・保健・福祉に関する 派 遣 者：１名

 資料作成や情報提供に協力する。

 ７） 訪問看護・訪問介護合同検討委員会

 １） 熊本県介護保険審査会 事業主体：熊本市地域リハビリテーション協議会

　事業主体：熊本県 期　　日：平成29年度

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 内　　容：現状報告

　内　　容：介護保険に係る審査 訪問看護及び訪問介護の課題について

　派 遣 者：１名 派 遣 者：１名

 ２） 熊本県地域リハビリテーション推進会議  ８） リハビリテーション検討委員会

(熊本県市町村介護予防事業評価支援会議) 事業主体：熊本市地域リハビリテーション協議会

　事業主体：熊本県 期　　日：平成29年度

　期　　日：平成29年度 内　　容：熊本圏域における地域リハビリテーショ

　内　　容：平成29年度活動報告 ン広域支援センターの活動状況報告

平成30年度活動計画について リハビリテーションの課題について

市町村介護予防事業の評価・支援に 派 遣 者：１名

ついて

　派 遣 者：１名  ９） 在宅サービス手引書編集委員会

事業主体：熊本市地域リハビリテーション協議会

 ３） 熊本県健康づくり県民会議 期　　日：平成29年度

　事業主体：熊本県 内　　容：手引書の企画・編集作業等

　期　　日：平成29年度 派 遣 者：１名

　内　　容：健康づくり県民会議表彰

健康づくり県民会議の取り組みテーマに  10） 菊池広域連合介護認定審査会

ついて 事業主体：菊池広域連合会

　派 遣 者：１名 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

内　　容：要介護及び要支援に係る認定審査

派 遣 者：５名

 11） 菊池広域連合障害者総合支援審査会

事業主体：菊池広域連合会

期　　日：平成29年４月～平成30年３月

内　　容：障害区分認定に係る審査

派 遣 者：１名
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 12） 宇城広域連合介護認定審査会  17） 熊本市地域リハビリテーション協議会委員総会

　事業主体：宇城広域連合会 事業主体：熊本市地域リハビリテーション協議会

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 期　　日：平成29年度

　内　　容：要介護及び要支援に係る認定審査 内　　容：平成30年度問題別委員会委員について

　派 遣 者：２名 平成30度事業報告・決算について

平成29年度事業計画・予算(案)に

 13） 八代市介護認定審査会 ついて

　事業主体：八代市 派 遣 者：２名

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　内　　容：要介護及び要支援に係る認定審査  18） 熊本市保健医療専門団体連合会理事会

　派 遣 者：３名 事業主体：熊本市保健医療専門団体連合会

期　　日：平成29年度

 14） 訪問リハ・地域リーダー会議 内　　容：平成28年度会務報告、収支決算、

　事業主体：日本理学療法士協会 事業準備積立金収支決算、保健文化

日本作業療法士協会 基金収支決算について

日本言語聴覚士協会 平成29年度事業計画・分担金・熊本市民

　期　　日：平成29年度 健康フェスティバル分担金・収支予算

　内　　容：講演、ワークショップ (案)について

　派 遣 者：１名 熊本市民健康フェスティバル・熊本シテ

ィエフエム放送出演協力について

 15） 熊本県医療・保健・福祉団体協議会理事会 派 遣 者：２名

　事業主体：熊本県医療・保健・福祉団体協議会

　期　　日：平成29年度  19） 熊本人工呼吸セミナー

　内　　容：熊本県医療・保健・福祉連携学会開催 事業主体：熊本人工呼吸研究会

経過並びに収支決算について 期　　日：平成29年度

熊本県医療・保健・福祉連携学会開催に 内　　容：世話人会出席

ついて 派 遣 者：１名

　派 遣 者：１名 担　　当：専門領域部呼吸・循環班

 16） 熊本地域リハビリテーション支援協議会  20） 糖尿病教育ネットワークKUMAMOTOへの参加協力

総会・特別講演会、役員会 事業主体：糖尿病教育ネットワークKUMAMOTO

　事業主体：熊本地域リハビリテーション支援協議会 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　期　　日：平成29年度 内　　容：熊本県における糖尿病療養の動向把握

　内　　容：平成28年度事業報告・決算報告 派 遣 者：若干名

平成28年度監査報告 担　　当：専門領域部糖尿病班

平成29年度事業計画・予算について

特別講演  21） 熊本県各圏域地域リハビリテーション広域支援

平成28年度活動報告 センター連絡協議会

平成28年度熊本県地域リハビリテーショ 事業主体：熊本地域リハビリテーション支援協議会

ン支援センター事業報告 熊本県地域リハビリテーション支援

熊本県医療・保健・福祉連携学会の開催 センター運営委員会

経過について 熊本県地域リハビリテーション支援

　派 遣 者：１名 センター

期　　日：平成29年度

 17） 熊本県地域リハビリテーション支援センター 内　　容：意見交換

運営委員会、シンポジウム・特別講演 派 遣 者：１名

　事業主体：熊本地域リハビリテーション支援協議会

熊本県地域リハビリテーション

支援センター

　期　　日：平成29年度

　内　　容：平成28年度県委託事業について

平成29年度業務委託について

シンポジウム・特別講演

　派 遣 者：１名
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 22） 各保健所圏域での糖尿病対策事業への参加協力  28） 熊本県リハビリテーション専門職三団体協議会

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 事業主体：熊本県理学療法士協会

　内　　容：阿蘇圏域・人吉圏域での糖尿病対策会議 熊本県作業療法士会

参加 熊本県言語聴覚士会

各圏域における糖尿病保健医療連携体制 期　　日：平成29年度

の整備について検討 内　　容：熊本県リハビリテーション専門職三団体

　派 遣 者：若干名 活動について

　担　　当：専門領域部糖尿病班 派 遣 者：若干名

 23） 肥後医育振興会評議員会  29） 菊池広域連合介護認定審査会代表者会議

　事業主体：肥後医育振興会 事業主体：菊池広域連合

　期　　日：平成29年度 期　　日：平成29年度

　内　　容：平成28年度事業報告、収支決算報告 内　　容：認定審査会の現状について

｢肥後医育塾｣の概要について 審査会総会及び委員研修の開催について

熊本県医療人育成総合会議について 派 遣 者：１名

｢肥後医育ニューズレター｣の編集に

ついて  30） 菊池広域連合介護認定審査会委員研修会

平成29年度事業について 事業主体：熊本県

　派 遣 者：１名 期　　日：平成29年度

内　　容：研修会

 24） 熊本県医療人育成総合会議 派 遣 者：１名

　事業主体：肥後医育振興会

　期　　日：平成29年度  31） 菊池広域連合介護認定審査会総会

　内　　容：講演及びパネルディスカッション 事業主体：熊本県

　派 遣 者：若干名 期　　日：平成29年度

内　　容：状況報告

 25） 熊本県在宅医療連携体制検討協議会 派 遣 者：１名

　事業主体：熊本県

　期　　日：平成29年度  32） 熊本県災害リハビリテーション推進協議会

　内　　容：在宅医療・介護の連携推進について 研修会、総会

在宅医療関連事業について 事業主体：熊本県災害リハビリテーション推進

在宅医療の周知・啓発について 協議会

　派 遣 者：１名 期　　日：平成29年度

内　　容：基調講演

 26） 地域ケア会議 総会

　事業主体：天草市 派 遣 者：若干名

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月

(６事業所×年６回)  33） 有明地域リハビリテーション推進会議

　内　　容：ケアプラン及び地域資源活用等の検討 事業主体：有明地域リハビリテーション広域支援

　派 遣 者：36名 センター

　担　　当：天草ブロック 期　　日：平成29年度

内　　容：地域リハビリテーション広域支援

 27） 水俣・芦北圏域糖尿病対策地域連携会議 センター事業実績報告

　事業主体：水俣市保健所 地域リハビリテーション活動支援事業に

　期　　日：平成29年６月 ついて

　内　　容：糖尿病患者に対しての対策・検討 地域リハビリテーション広域支援

　対　　象：水俣・芦北住民 センター事業計画について

　派 遣 者：１名 派 遣 者：１名

　担　　当：県南ブロック



＜他１＞

 34） 阿蘇地域難病対策連絡会  ５） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会

　事業主体：阿蘇保健所 役員意見交換会

　期　　日：平成29年度 事業主体：日本理学療法士協会

　場　　所：阿蘇医療センター 期　　日：平成29年度

　内　　容：難病患者の生活や療養所の問題、災害時 内　　容：各県役員意見交換

に困ることについて 派 遣 者：２名

阿蘇地域の難病の現状

意見交換  ６） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会

　派 遣 者：１名 事務職員研修会

事業主体：日本理学療法士協会

[11] 他団体との連絡調整 期　　日：平成29年度

内　　容：研修会

(目的) 派 遣 者：２名

関連他団体との連絡調整を密に図ることで、県内及び

全国の医療保健福祉に関する情報を収集し、本会の事  ７） 日本理学療法士協会平成30年度診療報酬改定に

業展開に速やかに反映させることを目的としている。 関わる研修会

事業主体：日本理学療法士協会

(内容) 期　　日：平成29年度

日本理学療法士協会並びに他県理学療法士会との連携 内　　容：研修会

のもと、情報交換並びに研修会の共同開催等を行う。 派 遣 者：１名

担　　当：医療保険部

 １） 日本理学療法士協会定時総会

　事業主体：日本理学療法士協会  ８） 日本理学療法士協会九州ブロック

　期　　日：平成29年度 各県理学療法士会長会議

　内　　容：平成28年度事業報告、決算報告 事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

監査報告 期　　日：平成29年度

平成29年度事業計画、予算案について 内　　容：平成28年度監査報告

議事運営委員の承認について 九州理学療法士・作業療法士合同学会

　派 遣 者：９名 報告及び進捗状況について

平成28年度事業報告及び決算報告

 ２） 日本理学療法士協会組織運営協議会 平成29度事業計画及び予算案について

　事業主体：日本理学療法士協会 役員講習会のテーマについて

　期　　日：平成29年度 日本理学療法士協会の来年度事業、予算

　内　　容：会議 についての要望、意見等のとりまとめに

　派 遣 者：１名 ついて

派 遣 者：若干名

 ３） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会

役員講習会  ９） 日本理学療法士協会九州ブロック

　事業主体：日本理学療法士協会 各県理学療法士会事務局長会議

　期　　日：平成29年度 事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

　内　　容：講習会 期　　日：平成29年度

　派 遣 者：１名 内　　容：各県からの現況報告

各県への質問及び確認事項

 ４） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会 派 遣 者：１名

事務局長会議

　事業主体：日本理学療法士協会  10） 日本理学療法士協会九州ブロック役員講習会

　期　　日：平成29年度 事業主体：日本理学療法士協会

　内　　容：平成29年度重点課題について 期　　日：平成29年度

総務関連の案件に対する都道府県士会 内　　容：講習会

からの意見交換 派 遣 者：若干名

都道府県士会からの追加要望・質疑応答

　派 遣 者：１名



＜他１＞

 11） 日本理学療法士協会九州ブロック

教育・学術担当者会議

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

　期　　日：平成29年度

　内　　容：各県士会における学術的活動の計画

九州ブロック会主催事業について

日本理学療法士協会生涯学習部との連絡

・協議事項について

　派 遣 者：２名

 12） 日本理学療法士協会九州ブロック

臨床実習担当者会議

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

　期　　日：平成29年度

　内　　容：臨床実習指導に関する取り組みについて

　派 遣 者：１名

 13） 日本理学療法士協会九州ブロック政策活動委員会

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

　期　　日：平成29年度

　内　　容：各県での活動発表・情報共有

今後の活動計画について

　派 遣 者：若干名

 14） 九州地区現職者研修会

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

　期　　日：平成29年６月

　場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

　内　　容：講義、シンポジウム

　テ ー マ：調整中

　講　　師：調整中

　対　　象：会員

　担　　当：地域連携対策特別委員会

 15） 九州理学療法士・作業療法士合同士会長会議

　事業主体：日本理学療法士協会九州ブロック会

日本作業療法士協会九州各県士会

　期　　日：平成29年度

　内　　容：九州理学療法士・作業療法士合同学会

報告及び進捗状況について

　派 遣 者：１名



＜法人会計＞

Ⅴ 本会の目的達成に必要な管理運営＜法人会計＞ [３] 賛助会員懇談会

・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 (目的)

・ 理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に 賛助会員との意見交換を通じ、業界の現状と理学療法

関する事業 士協会に対するニーズを把握し、新たなる事業展開へ

・ その他この法人の目的を達成するために必要な  と繋げることを目的とする。

事業

(内容)

[１] 本会のＰＲ活動 年度事業計画、事業進捗状況の説明並びに医療・保健

・福祉・介護等関連業界の現状と課題等についての意

(目的)  見交換を行う。  

 理学療法並びに理学療法士の普及啓発を目的とする。

 １） 賛助会員懇談会

(内容) 期　　日：調整中

本会の活動内容について取材し、広報誌を通して紹介 場　　所：調整中

するとともに、健康講座や各種イベント時に着用する 内　　容：平成29年度活動状況報告、意見交換、他

 ユニフォーム等の管理貸出等を行う。 対　　象：賛助会員並びに本会役員

【厚生部】

 １） 本会のＰＲ活動

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 [４] 生涯学習プログラム運営に関する事業

　内　　容：ユニフォーム・幟の貸し出し、管理

(目的)

 ２） 公益事業の取材活動　 会員理学療法士のスキルアップとしての生涯学習プロ

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月 グラムについて、その周知と認定登録などの管理運営

　内　　容：各部・各ブロックの公益事業取材  を円滑に行うことを目的としている。

【広報宣伝部】

(内容)

[２] 会員相互の親睦会 生涯学習プログラム修得向上に関する業務、日本理学

療法士協会生涯学習部との連絡調整、登録申請業務、

(目的)  使用機材の操作保守管理業務等を行う。 

新入会員に対し、本会の目的や活動内容の説明や意見

交換を通し、理学療法士としての学術・技術向上に関  １） 新人教育プログラム修得率向上のための事業

する助言や、本会事業への積極的参加を促進すること 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

 を目的とする。    内　　容：新人教育プログラム修得率向上に向けた

取り組みと実績検証

(内容) 【教育部】

役員紹介、組織概要・活動概要の説明並びに新人会員

と役員の意見交換を行う。 

 １） 会員相互の親睦会

新人・役員懇親会(親睦会)

　期　　日：平成29年６月17日(土)

　場　　所：調整中

　内　　容：新人・役員懇親会(親睦会)

　対 　 象：新入会員

【厚生部】



＜法人会計＞

[５] 事務局業務  ２） 公益社団法人熊本県理学療法士協会臨時総会

期　　日：平成30年３月11日(日)

(目的) 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

本会の目的とする活動を健全かつ円滑に運営すること 内　　容：平成30年度事業計画案及び予算案に

を目的とする。 ついて、他

(内容) [７] 理事会

事業管理・会員管理・財務管理等、総務・庶務・財務

 業務全般及びホームページの管理運営等を行う。  (目的)

本会定款第32条に定めることを審議することを目的に

 １） 事務局業務 理事会を開催する。

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　内　　容：・発信書類の作成、整理、保管 (内容)

・受信書類の整理、保管 本会の業務執行に関する様々な事項に関して、審議し

・総会、理事会等の諸会議準備並びに  決定する。  

　連絡

・諸会議議事録作成  １） 理事会

・日本理学療法士協会及び他県理学療法 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　士会との連絡業務 ※毎月第１水曜日

・平成28年度事業報告及び決算書作成 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

・平成30年度事業計画及び予算書作成 内　　容：本会運営について

・会費、入会金徴収業務

・会員異動・変更等の把握・管理及び [８] 部・局会議

　ブロック長、関連部長へ連絡

・新卒者及び協会未加入者の入会勧誘 (目的)

・会員名簿作成 本会の諸活動を円滑に遂行することを目的に、部局会

・会長並びに理事行動録作成 議を開催する。

・慶弔関係業務

・法人会計業務全般 (内容)

・他団体との交流、親睦 教育学術活動に関すること、臨床実習指導に関するこ

・会員向けホームページの管理運営 と、専門領域に関すること、広報宣伝に関すること等

・求人・求職資料の管理  について検討する。   

・入退室管理システム説明会

・生涯学習に関する管理・運営  １） 理学療法学術活動に関する検討

・公益事業に関する連絡調整 期　　日：平成29年４月～平成30年３月

・表彰に関する管理・運営 内　　容：学術研修会進捗状況報告

研修会アンケート集計報告・事業報告

[６] 総会 部長会議及び教育学術局会議報告

次年度事業計画の検討

(目的) 【学術部】

本会定款第14条に定める事項を決議することを目的に

 総会を開催する。  ２） 理学療法教育活動に関する検討

期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年２回)

(内容) 内　　容：臨床実習教育のあり方について

本会の事業報告及び決算報告・役員の承認等を行う。 (臨床実習教育班)

卒後教育のあり方について

 １） 公益社団法人熊本県理学療法士協会定時総会 (卒後教育班)

　期　　日：調整中 管理運営教育のあり方について

　場　　所：調整中 (管理運営教育班)

　内　　容：平成28年度事業報告及び決算報告、他



＜法人会計＞

 ３） 卒後教育班会議 [９] 学会評議員会

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年４回)

　内　　容：卒後教育活動に関する検討 (目的)

卒後教育研修会の今後のあり方について 学会評議員会の監督・指導・助言のもと開催される熊

の検討 本県理学療法士学会の企画運営を通じて、理学療法の

普及啓発並びに学術技術の向上を図ることを目的とす

 ４） 臨床実習教育班会議 る。

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年２回)

　内　　容：熊本県の臨床実習教育に関する検討 (内容)

臨床実習教育研修会の企画運営 熊本県理学療法士学会の開催に向けての助言指導並び

作業部会の運営検討・報告等  に進捗状況の確認等を行う。  

 ５） 臨床実習教育班作業部会  １） 第１回学会評議員会

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年８回) 期　　日：平成29年５月

　内　　容：｢熊本県版スーパーバイザーの手引き｣の 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

改訂版(第２版)作成・発行についての 内　　容：平成28年度事業報告

検討 第20回熊本県理学療法士学会報告

臨床実習教育に必要な情報発信としての

研修会企画・運営  ２） 第２回学会評議員会

(２グループで活動) 期　　日：平成29年10月

場　　所：九州中央リハビリテーション学院

 ６） ｢熊本県版スーパーバイザーの手引き｣第２版作成 内　　容：平成30年度事業計画案及び予算案検討

　期　　日：平成30年１月 第21回熊本県理学療法士学会準備状況

　内　　容：｢熊本県版スーパーバイザーの手引き｣ 報告

第２版の作成・配布

 ３） 第３回学会評議員会

 ７）   管理者教育に関する検討 期　　日：平成30年３月

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年８回) 場　　所：熊本総合医療リハビリテーション学院

　内　　容：管理者教育カリキュラムの再編と講師 内　　容：第21回熊本県理学療法士学会事業・会計

選定・交渉 報告

【教育部】 第21回熊本県理学療法士学会表彰者選出

 ８） 専門領域部全体会議

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年２回)

※他、必要に応じて会議開催

　内　　容：各班活動報告

事業計画案・予算案について

事業報告・決算について

研修会内容の検討

 ９） 呼吸・循環班会議

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年２回)

　内　　容：班組織の運営に関する会議

 10） 中枢神経班運営に関する会議

　期　　日：平成29年４月・10月

平成30年２月(年３回)

　内　　容：班組織の運営に関する会議

【専門領域部】

 11） 広報宣伝に関する検討

　期　　日：平成29年10月、平成30年２月

　内　　容：宣伝手法、戦略的展開の検討

【広報宣伝部】



＜法人会計＞

[10] 常設委員会 [12] 他団体の研修会・講演会等への後援

(目的) (目的)

本会の将来像を見据え、現状における課題の明確化と 関連する団体が主催する研修会・講習会の後援を通じ

問題解決に向けた組織的対応について検討するととも 医療・保健・福祉領域の更なる連携強化とともに理学

に、理学療法を取り巻く倫理的問題に対応することを  療法の普及啓発を図ることを目的とする。 

 目的とする。  

(内容)

(内容) 関連団体主催の研修会等への後援手続き並びに広報活

保健医療福祉を主とする関連領域の動向と本会及び日  動への協力を行う。  

本理学療法士協会の活動内容を精査するとともに、組

織体制にかかる問題について審議する。また、倫理に  １） 他団体の研修会・講演会等への後援

関する諮問に対する審議・具申と情報収集を行う。  

 １） 政策企画室

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年６回)

　内　　容：今後の協会活動への政策提言

 ２） 組織体制審議委員会

　期　　日：平成29年６月・９月・12月(年３回)

　内　　容：会長からの協会組織体制に係わる諮問に

対する審議、具申

 ３） 倫理委員会

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月(年３回)

　内　　容：会長の諮問に対する審議、具申

倫理に関する情報収集及び検討・発信

[11] 選挙管理委員会

(目的)

本会役員選出にかかる諸業務並びに日本理学療法士協

会役員選挙にかかる連絡調整を公正かつ円滑に行うこ

 とを目的とする。  

(内容)

本会役員選挙の準備及び実施と日本理学療法士協会役

 員選挙にかかる連絡調整業務を行う。  

 １） 選挙管理委員会

　期　　日：平成29年４月～平成30年３月

　内　　容：日本理学療法士協会代議員選挙の準備

及び連絡調整
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